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１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 14,778 － 1,186 － 1,164 － 822 －
2025年３月期 － － － － － － － －

(注) 包括利益 2026年３月期 822百万円( －％) 2025年３月期 －百万円( －％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 68.13 67.41 14.1 12.0 8.0
2025年３月期 － － － － －

(参考) 持分法投資損益 2026年３月期 －百万円 2025年３月期 －百万円

（注）１．2026年３月期より連結財務諸表を作成しているため、2026年３月期の対前期増減率並びに2025年３月期の数

値及び対前期増減率は記載しておりません。

２．自己資本当期純利益率及び総資産経常利益率は連結初年度のため、それぞれ期末自己資本及び期末総資産額

に基づいて計算しております。

３．当社は、2025年６月23日に東京証券取引所グロース市場に上場したため、2026年３月期の潜在株式調整後１

株当たり当期純利益は、新規上場日から2026年３月期の末日までの平均株価を期中平均株価とみなして算定

しております。

４．当社は、2026年２月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、当

連結会計年度の期首に株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 9,729 5,832 59.9 467.99
2025年３月期 － － － －

(参考) 自己資本 2026年３月期 5,826百万円 2025年３月期 －百万円

（注）１．2026年３月期より連結財務諸表を作成しているため、2025年３月期の数値は記載しておりません。

２．当社は、2026年２月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、当

連結会計年度の期首に株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産額を算定しております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 1,099 △111 1,485 5,260
2025年３月期 － － － －

（注）2026年３月期より連結財務諸表を作成しているため、2025年3月期の数値については記載しておりません。



２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 － 0.00 － 42.75 42.75 232 － －
2026年３月期 － 0.00 － 34.40 34.40 428 50.5 7.4
2027年３月期(予想) － 0.00 － 40.00 40.00 43.3

（注）１．2026年３月期より連結財務諸表を作成しているため、2025年３月期の配当性向（連結）及び純資産配当率

（連結）については、記載しておりません。また、2026年３月期の純資産配当率（連結）は、連結初年度の

ため、期末１株当たり純資産に基づいて計算しております。

２．当社は、2026年２月１日を効力発生日として、普通株式１株を２株の割合で株式分割を行っております。

2025年３月期については、当該株式分割前の実際の配当額を記載しております。2026年３月期及び2027年３

月期（予想）については、当該株式分割の影響を考慮した金額を記載しております。

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 17,500 18.4 1,600 34.9 1,555 33.6 1,150 40.0 92.3

※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 １社（社名） 株式会社あしたのチーム 、除外 －社（社名） －

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期 12,463,400株 2025年３月期 10,896,400株

② 期末自己株式数 2026年３月期 －株 2025年３月期 －株

③ 期中平均株式数 2026年３月期 12,066,465株 2025年３月期 10,896,400株

（注）当社は、2026年２月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」及び「期中平均株式数」を算定しております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述についてのご注意）

本資料に掲載されている業績見通し等、将来に関する情報については、現時点で当社が入手している情報及

び合理的であると判断したものであり、リスクや不確実性を含んでおり、当社としてその現実を約束する趣旨

のものではありません。また、実際の業績等は、様々な要素により、これらの掲載されている情報と大きく異

なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当社は、2026年２月27日付で株式会社あしたのチームの株式取得を行い連結子会社化いたしました。それに伴い、

当連結会計年度より、連結決算に移行しております。

当連結会計年度における我が国経済は、米国の通商政策の影響がある状況下においても、企業収益及び雇用・所

得環境は改善しており、景気は緩やかに回復しております。一方、中東情勢の影響や物価上昇の継続が個人消費に

及ぼす影響等に加え、金融資本市場の変動等にも留意が必要であり、依然として先行きが不透明な状況が続いてお

ります。

当社の対面市場におきましては、労働安全衛生法により従業員の健康診断や、結果の保管・報告、産業医の選任

等が義務付けられており、企業のコーポレート・ウェルネスに関する法令対応が必要不可欠な市場環境となってお

ります。それらの法令対応に加えて、労働人口の減少に対応した働き手や働き方の多様化、生産性向上を目的とし

たデジタル化の推進等が求められ、従業員ウェルビーイングを重視した経営やデータドリブン型の健康経営の需要

が益々増加しております。

このような状況下において、当社は、健診ソリューション事業及び健康管理クラウド事業を中心に、従来から強

みを有する大企業市場に加え、新たに中堅・中小企業市場の開拓にも着手しております。健診ソリューション事業

では、がん検診や婦人科検診等の高付加価値化を進めている他、BPRやAI活用等による高品質かつ高い生産性のオペ

レーションを実現しております。また、健康管理クラウド事業では、機能拡充によるプラットフォーム化を図り、

あらゆる従業員ウェルビーイングデータを一元管理・可視化・利活用することで、企業の健康管理やウェルビーイ

ング経営の支援を進めております。当社のビジョンである「企業と人を元気にする。」を実現することで、持続的

に企業価値と株式価値の向上に取り組んでおります。

結果、当連結会計年度の売上高は14,778百万円、営業利益は1,186百万円、経常利益は1,164百万円、親会社株主

に帰属する当期純利益は822百万円となりました。

（健診ソリューション事業）

健診ソリューション事業におきましては、労働安全衛生法に基づいて、企業や保険者に義務化される従業員の健

康管理・安全管理等を行うことが不可欠であります。顧客となる企業や保険者に対して、サービスプラットフォー

ムである「i-Wellness」を提供し、従業員の健康診断等に関する、案内、予約、進捗管理及び結果データ収集、費

用精算等の機能を一元的に提供しております。当連結会計年度は、顧客企業等が抱える健康課題の多様化に合わせ、

がん検診や婦人科検診等の強化も図り、各種健診の受診機会を創出し、健康経営の推進を支援しております。また、

当事業最大の特長である、健診結果のデータ化工程においては、2023年６月に特許（特許7304604）を取得した

AI-OCR等を活用した情報処理方法及び独自開発した情報処理プログラムに加え、生成AIを活用したシステム化等の

投資を推進し、オペレーションエクセレンスの実現に取り組んでおります。結果、当連結会計年度のサービス利用

者数（※１）は、通期で39.8万人となり、当事業の売上高は13,018百万円、営業利益は379百万円となりました。

（健康管理クラウド事業）

企業内容等の開示に関する内閣府令等の改正により、人的資本情報の開示が義務化される等、企業は法令等への

対応や社会的責任への対応による従業員の健康管理から組織状態の可視化・分析、人事評価に関する環境整備や体

制強化が求められております。大企業を中心に、より一層、非財務情報の中核にある人的資本投資や健康経営の推

進が重視されてきております。

健康管理クラウド事業におきましては、このような従業員の健康管理・健康経営投資を戦略的な経営資源への投

資と捉える企業等からの受注が継続的に拡大しております。また、当連結会計年度は、新規に営業専任組織の設置

等の強化戦略を推進したことの成果として新たに36社の企業グループが「Growbase」の利用を開始し、堅調な売上

で推移いたしました。なお、当連結会計年度は株式会社エスユーエスから事業譲受に係る費用及び株式会社あした

のチームの取得により、売上高及び費用が発生しております。この結果、当事業の売上高は1,523百万円、営業利益

は767百万円となりました。
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（医療機関等支援事業）

医療機関等支援事業におきましては、主なサービスであるPET検査関連事業（※２）は期初計画どおりに契約の縮

小・見直しを行う一方で、引き続き、「Growbase」を提供する企業顧客に対して、健康診断等の予約手配や結果の

データ化、費用精算等のBPOサービスを展開しており、堅調に推移いたしました。また、医療従事者の働き方改革が

求められる市場において、医療機関における産業医業務のデジタル化を推進することを目的に、医療機関向けに

「Growbase」を提供しております。この結果、当事業の売上高は236百万円、営業利益は39百万円となりました。

※１：サービス利用者数は、当社ネットワーク健康診断サービスを通じて健康診断を希望する日程・医療機関を

受け付け、健康診断結果データの出荷まで完了した利用者の数です。前期まで客観的な指標として使用していた出

荷数に代わり、当連結会計年度からサービス利用者数を客観的な指標としております。なお、出荷数とサービス利

用者数は同数になります。

※２：PETはがん等の病変を検査する画像診断法の一つである「陽電子放射断層撮影法」を表し、ポジトロン・エ

ミッション・トモグラフィー(Positron Emission Tomography) の略です。

（２）当期の財政状態の概況

①資産・負債及び純資産の状況

（資産）

当連結会計年度末における資産合計は、9,729百万円となりました。その主な内訳は、現金及び預金が5,260百万

円、売掛金が1,107百万円、のれんが1,834百万円であります。

（負債）

当連結会計年度末における負債合計は、3,896百万円となりました。その主な内訳は、買掛金が983百万円、１年

内返済予定の長期借入金が514百万円、契約負債が672百万円、長期借入金が930百万円であります。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産合計は、5,832百万円となりました。その主な内訳は、資本金が1,301百万円、

資本剰余金が1,274百万円、利益剰余金が3,250百万円であります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、5,260百万円となりました。

当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により獲得した資金は1,099百万円となりました。これは主に税金等調整前当期純利益1,164百万円、減

価償却費281百万円等による資金の増加があったものの、売上債権の増加額19百万円、仕入債務の減少額10百万円、

法人税等の支払額356百万円等による資金の減少があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により支出した資金は111百万円となりました。これは主に有形固定資産の売却による収入176百万円、

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入70百万円による資金の増加があったものの、無形固定資産の

取得による支出214百万円、事業譲受による支出70百万円、敷金及び保証金の差入による支出56百万円による資金の

減少があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により獲得した資金は1,485百万円となりました。これは主に東京証券取引所グロース市場への上場に伴

う公募増資やオーバーアロットメントによる売出に関連した第三者割当増資に伴う株式の発行による収入1,757百万

円の資金の増加、新株予約権の行使による株式の発行による収入17百万円の資金の増加、配当金の支払額232百万円

による資金の減少によるものです。
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（４）今後の見通し

当社グループは、健康経営や人的資本経営への関心の高まりを背景に、企業における従業員の健康投資や心身の

コンディションを踏まえた持続的なパフォーマンス向上へのニーズが拡大していることを、中長期的な成長機会と

捉えております。

日本の企業社会においては、世界に先駆けて進行する労働人口の減少により、人材流動化の進展や雇用モデルの

変化、女性活躍の進展に伴うライフイベントと仕事の両立、特定職種や管理職等への業務負担の集中、がんや生活

習慣病、メンタル不調等の健康課題の増加・多様化、さらには、中小企業や地方部における健康支援体制や人材の

不足の深刻化等、複合的な課題が顕在化しております。

このような社会課題認識に基づき、当社グループは、「Growbase」を中心としたクラウドプラットフォームをさ

らに進化させ、更なる企業価値と株式価値の向上を図ってまいります。データとAIを中核としたプラットフォーム

化構想を推進し、企業や個人のデータに基づく予兆検知や最適化により気づきを与え、組織や従業員のウェルビー

イング実現に向けた行動変容を促す企業へのトランスフォーメーションを目指しております。この戦略のもと、

2027年３月期より事業区分を変更いたします。

ソリューション事業（※１）におきましては、従来の健康診断や人間ドックに関する業務支援を起点としつつ、

健診結果データの構造化機能を磨き、企業における健康管理を幅広く支援する事業へと領域を広げております。

法令で定められている各種健康診断に加え、従業員の高齢化、女性活躍、がんや精神疾患等の健康課題の多様化、

健康管理業務の負担拡大・ニーズの高度化が進展してきております。そのような中で、当社は各種健康診断の業務

代行に加えて、がん検診や婦人科検診等の付加価値向上、健診後の重症化予防や治療の最適化、ストレスチェック

及びメンタルヘルスケアの支援等の近縁のソリューション展開のみならず、AIを駆使し、蓄積されたデータ資産か

ら「＋α」のソリューションの開発、新たな価値提供の実現を推進してまいります。

クラウド事業（※２）におきましては、従来の健康管理システムの提供から、企業及び個人の心身に関するデー

タを横断的に集約・管理・活用し、組織や個人に最適化された支援を実現するプラットフォーム事業として位置付

けております。

人的資本経営の強化、健康経営の推進、特定職種や管理職への業務負担集中、メンタル不調による休職や離職の

増加等を背景に、新たなソリューションを開発、提供していくプラットフォームとして「Growbase」を進化させて

まいります。また、2027年３月期より、「Growbase」のプラットフォームとしての位置付けを加速する狙いから、

当社の健康診断サービスを導入いただく企業顧客に対して、「Growbase」上で、健診結果データを納品することを

開始し、「Growbase」の有する価値を幅広い顧客に体験いただき、個人の健康管理、企業の健康経営に貢献するソ

リューション提供のきっかけを創出してまいります。さらに、2027年３月期には、「Growbase」の新プラン投入を

進める他、「Growbase」の従業員向けUI上で連携するソリューションを開発する等、新たな価値を提供し、顧客の

顕在又は潜在的な課題解決を目指してまいります。

なお、中堅・中小企業市場においては、2026年２月に連結子会社となった株式会社あしたのチームを通じて、健

康管理に関する法令対応や健康経営の支援を推進いたします。

2027年３月期においては、大企業市場の深耕拡大、中堅・中小企業市場の開拓加速、「Growbase」の価格改定及

び新プラン投入等による顧客単価の向上、AI実装・活用による機能強化、及び非連続な成長投資等により、当社グ

ループの業績見通しにつきましては、売上高17,500百万円、営業利益1,600百万円、経常利益1,555百万円、親会社

株主に帰属する当期純利益1,150百万円を見込んでおります。

※１：2027年３月期より、従来の健診ソリューション事業を起点に、企業の健康投資を幅広く支援する事業とし

て事業領域を拡張し、ソリューション事業としております。

※２：2027年３月期より、従来の健康管理クラウド事業を基盤に、企業及び個人のウェルビーイングを支えるプ

ラットフォーム型事業へと発展させ、クラウド事業としております。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社の利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先であり、海外からの資金調達の必要性が乏しい為、会

計基準につきましては、日本基準を採用しております。なお、国際財務報告基準（IFRS)の適用につきましては、国

内外の諸情勢を考慮のうえ、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,260,149

売掛金 1,107,392

商品 64,090

その他 168,537

貸倒引当金 △9,053

流動資産合計 6,591,116

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 69,143

工具、器具及び備品（純額） 69,199

有形固定資産合計 138,342

無形固定資産

ソフトウエア 603,623

のれん 1,834,509

その他 228,881

無形固定資産合計 2,667,013

投資その他の資産

繰延税金資産 98,655

差入保証金 147,731

その他 122,231

貸倒引当金 △35,732

投資その他の資産合計 332,886

固定資産合計 3,138,242

資産合計 9,729,358
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(単位：千円)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 983,605

１年内返済予定の長期借入金 514,824

未払金 387,266

未払法人税等 219,768

契約負債 672,500

役員賞与引当金 19,736

その他 132,230

流動負債合計 2,929,932

固定負債

長期借入金 930,972

役員退職慰労引当金 14,500

退職給付に係る負債 2,000

資産除去債務 19,223

固定負債合計 966,695

負債合計 3,896,627

純資産の部

株主資本

資本金 1,301,650

資本剰余金 1,274,409

利益剰余金 3,250,889

株主資本合計 5,826,949

新株予約権 5,782

非支配株主持分 -

純資産合計 5,832,731

負債純資産合計 9,729,358
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
当連結会計年度

(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

売上高 14,778,359

売上原価 11,668,914

売上総利益 3,109,444

販売費及び一般管理費 1,923,218

営業利益 1,186,226

営業外収益

受取利息 38

その他 1,967

営業外収益合計 2,005

営業外費用

支払利息 3,170

為替差損 27

上場関連費用 9,519

株式交付費 11,320

その他 103

営業外費用合計 24,141

経常利益 1,164,090

税金等調整前当期純利益 1,164,090

法人税、住民税及び事業税 357,802

法人税等調整額 △15,846

法人税等合計 341,955

当期純利益 822,134

非支配株主に帰属する当期純利益 －

親会社株主に帰属する当期純利益 822,134
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
当連結会計年度

(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純利益 822,134

包括利益 822,134

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 822,134

非支配株主に係る包括利益 -
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（３）連結株主資本等変動計算書

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当期首残高 408,615 381,374 2,661,665 3,451,654

当期変動額

新株の発行 884,005 884,005 1,768,011

新株の発行（新株予約権

の行使）
9,030 9,030 18,060

剰余金の配当 △232,910 △232,910

親会社株主に帰属する

当期純利益
822,134 822,134

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 893,035 893,035 589,223 2,375,295

当期末残高 1,301,650 1,274,409 3,250,889 5,826,949

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計

当期首残高 5,782 - 3,457,436

当期変動額

新株の発行 1,768,011

新株の発行（新株予約権

の行使）
18,060

剰余金の配当 △232,910

親会社株主に帰属する

当期純利益
822,134

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
-

当期変動額合計 - - 2,375,295

当期末残高 5,782 - 5,832,731
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
当連結会計年度

(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,164,090

減価償却費 281,631

のれん償却額 16,635

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,979

受取利息及び受取配当金 △38

支払利息 3,170

株式交付費 11,320

上場関連費用 9,519

売上債権の増減額（△は増加） △19,875

棚卸資産の増減額（△は増加） △9,785

仕入債務の増減額（△は減少） △10,225

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,200

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,000

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2,100

その他 14,834

小計 1,458,997

利息及び配当金の受取額 38

利息の支払額 △2,922

法人税等の支払額 △356,115

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,099,998

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △18,966

有形固定資産の売却による収入 176,848

無形固定資産の取得による支出 △214,364

事業譲受による支出 △70,000

敷金及び保証金の差入による支出 △56,606

敷金及び保証金の回収による収入 1,108

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

70,625

子会社株式の取得による支出 △500

投資活動によるキャッシュ・フロー △111,854

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △45,233

株式の発行による収入 1,757,016

新株予約権の行使による株式の発行による収入 17,735

上場関連費用の支出 △10,847

配当金の支払額 △232,910

その他 △213

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,485,546
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(単位：千円)
当連結会計年度

(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,473,690

現金及び現金同等物の期首残高 2,786,458

現金及び現金同等物の期末残高 5,260,149
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(企業結合等関係)

取得による企業結合

１．企業結合の概要

①被取得企業の名称及びその事業内容

被取得企業の名称 株式会社あしたのチーム

事業の内容 人事評価制度の構築コンサルティング・運用支援（BPO）

人事評価クラウドの提供

管理職研修（1on1コーチング）及びオンライン学習ツールの提供・運用支援

ウェルビーイング/組織改善ツールの提供・運用支援

エンゲージメント向上ツールの提供・運用支援

②企業結合を行った理由

当社は、世界に先駆け、人口減少や健康課題の多様化に向き合う国内コーポレート・ウェルネス市場に

おいて「企業と人を元気にする。」というビジョンの下、主に、従業員数で1,000人から10数万人規模にわ

たる大企業を中心に、従業員ウェルビーイングを支援する事業を展開しています。また、近年、健康経営

に取り組む経営者が増加傾向にあることを受け、中堅・中小企業市場に向けた健康管理クラウド

『Growbaseネクスト』をリリースする等、同市場を中長期成長戦略における戦略領域として位置付け、新

規事業開発に取り組んでおります。

対象会社は「誰もが“ワクワク”働ける世界を創る。」というビジョンの下、これまで4,000社以上の中

堅・中小企業に対して、評価制度の構築や運用支援を起点とした組織活性化や従業員エンゲージメント向

上等の領域で、コンサルティング及び人的支援（BPO）サービスに強みを持ち事業を展開しています。

人手不足や経営者及び従業員の高齢化が進展する状況下においては、採用や適正配置による組織活性化、

離職防止等に関する観点からも、人的資本経営の重要性が急速に高まる状況にあり、対象会社が有する人

材や機能、顧客接点、地方銀行や社労士事務所等のパートナーチャネルが、当社が短期的に獲得したい領

域に合致し、両社の強みを掛け合わせることで、新たな市場獲得の加速にも繋がると判断したものです。

③企業結合日

企業結合日 2026年２月27日（みなし取得日 2026年３月１日）

④企業結合の法的形式

現金を対価とする株式の取得

⑤企業結合後の名称

変更はありません。

⑥取得した議決権比率

68.3％

⑦取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得することによるものです。

２．連結財務諸表に含まれる被取得企業の業績の期間

2026年３月１日から2026年３月31日
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３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 500千円

取得原価 500千円

４．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等28,458千円

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

①発生したのれんの金額

1,830,406千円

なお、当連結会計年度末において、企業結合日における識別可能な資産及び負債の時価の算定が未了

であり、取得原価の配分が完了していないことから、のれんの金額は、暫定的な金額であり、取得原価

の配分によって、のれんの金額は変更になる可能性があります。

②発生原因

今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものであります。

③償却方法及び償却期間

10年間にわたる均等償却

６．企業結合に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産 261,582千円

固定資産 155,616千円

資産合計 417,198千円

流動負債 1,276,075千円

固定負債 971,029千円

負債合計 2,247,104千円

７．企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算書に及

ぼす影響の概算額及びその算定方法

当連結会計年度における概算額の算定が困難であるため、記載しておりません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

連結財務諸表
計上額

健診ソリューション事業 健康管理クラウド事業 医療機関等支援事業

売上高

外部顧客への売上高 13,018,494 1,523,763 236,100 14,778,359 14,778,359

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 13,018,494 1,523,763 236,100 14,778,359 14,778,359

セグメント利益 379,082 767,327 39,816 1,186,226 1,186,226
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(１株当たり情報)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり純資産額 467円99銭

１株当たり当期純利益 68円13銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 67円41銭

(注)１．当社は、2026年２月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、当

連結会計年度の期首に株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算

定しております。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当連結会計年度

(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 822,134

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
(千円)

822,134

普通株式の期中平均株式数(株) 12,066,465

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額（千円） －

普通株式増加数（株） 831,800

（うち新株予約権）（株） 831,800

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式の概要

－

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当連結会計年度末
(2026年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 5,832,731

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) －

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 5,832,731

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

12,463,400

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


